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はじめに
かつて健康についての捉え方は、健康であることや、健康になることという ように健康その
ものが目的であった。そして、 健康を保持増進するための個人の努力に焦点が当てられ、教育
は個人の技術向上に力を入れ行われていた。しかし現在、健康は自己実現の為の手段として捉
えられ、 健康を保持増進するための公共政策づくりや、環境づくり、地域活動強化など、 個人
を取り巻く環境調整に力点が置かれ始めている。いわゆるヘルスプロモーショ ンの考えが効を
そうしているのか、人々の意識も健康志向になってきており健康づく りのための公共施設等も
身近なものとなってきており、健康食品や健康に関するテレピの情報番組も 日常的に沢山目に
するところである。
しかしながら、一方においては、健康診断を自ら受けようとしなかったり、検診後の結果を
その後の生活に生かそうとする意識が薄かったり と、健康を自分で守ろうとする意識の低い事
も指摘されている九
いつでも、何処でも学びたいと思つ時、学ぶことが可能な生涯学習活動が盛んに行われてい
る現在、筆者は生涯学習課題として、健康を取り上げる事の必要性を感じている。
島内2）も述べているように、これからは健康に関し教育されるのを待つのではなく、 自ら健
康についての課題を持ち、生涯にわたって学習していくという時期に来ているように思われ
る。
では、生涯健康学習はいつ、どこでどの様に動機付けされることが必要なのであろうか。
それはやはり学校教育の担う ところが大きいであろっ し、中でも学校内で健康に関する専門
職として、養護教諭の果たす役割は大きいものと考える。
養護教諭の職務を児童生徒の健康学習の視点から考えてみると、従来の救急処置、保健室運
営、健康教育等の職務のみならず、自らが生涯健康学習の実践者であることを示すと同時に、
児童生徒に対し、生涯健康学習の動機づけをするという健康学習の出発点を担当する役割を持
っているといえる。
そこで本稿では、本学の養護教諭養成課程において、 生涯健康学習の意義を理解し、自らが
生涯健康学習の実践者となり、更に児童生徒へ学習の動機づけのできる養護教諭の育成を目指
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すべく看護学を中心としたカリ キュラム構築と内容について考察を試みる。
I 養護教諭養成課程の目的とカリキュラム
北海道浅井学園大学人間福祉学部に、福祉心理学科が開設されたのは、平成13年度からであ
る。養護教諭を目指す学生は、福祉心理学科保健福祉コースに所属し、教職員免許法で規定さ
れている課目を履修している。
福祉心理学科立ち上げに際し、どの様な学生を育てたいのか、どのような養護教諭を育てた
いのかについて検討し、その結果、次の点について共通理解した。
一つには、本学人間福祉学部は、福祉の理念を基盤としており、健康で活力に満ちた福祉社
会の形成に貢献できる人材育成を目指していることから、福祉に対する考えをしっかり持ち、
常にその視点から考えられる学生を育てること。
二つ目には、現在の児童生徒達が抱える心身の健康問題が複雑化してきていることから、よ
り深い専門的知識と技術を身につけた学生を育てること。 この中には、それらを活用し、自ら
健康についての学習者であり実践者であることと、 児童生徒の生涯健康学習の動機づけがで
き、支援ができるような、広い視点が持てる人材育成を含んでいる。
三つ目には、これからの教育においては、地域に聞かれた学校が求められており、 学校と地
域と家庭の連携強化の必要性が明確にいわれている3）ことから、 養護教諭と して、健康の側面
から、 地域や家庭に対して広い視野を持ち、地域や家庭に対して、情報提供ができる能力を持
った学生を育てるという 3点があげられた。
カリキュラム構成上、教職員免許法第5条の規定により、科目指定があるが、それを達成
し、更に、先にあげたような学生を育てるために必要と思われる科目を列挙したのが表lであ
る。但し教職科目に関しては今回は掲載していない。
本コースの目的である一つ目の福祉の理念に関しては、学部共通基礎科目として、「社会福祉
概論」「人間福祉特別講義」「生活福祉特別講義」 を入れている。また学部共通の専門科目と して
は、「老人福祉論I及びEJ「児童福祉論I及びIJ「地域福祉論I及びHJ「障害者福祉論I及び
I J「社会保障論I及びEJ「公的扶助論」 など福祉に関する科目が厚く科目立てされている。
二つ目の専門的知識技術を高めるために、養護専門科目では、規定課目以外に「養護学各
論」「健康相談演習」「養護学演習jを科目立てしている。
看護学専門科目としては、 「小児看護学」「小児精神保健J「小児保健j「母性保健Jなど、養護
教諭として関わりの多い小児を中心とした専門分野の科目を厚くしている。 更に生涯健康学習
について直接関係する科目として「健康福祉科学」 という科目を取り入れた。
三つ自の地域に向けての広い視野を持つことと、情報提供者となるためには、 看護の継続性
について学ぶ「看護学各論EJ、地域看護について学ぶ 「地域看護論」、 それらの学習をすべて
統合し発展させる 「専門演習I」「専門演習E」などを設けている。
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表1 保健福祉コースの望ましい学生像を目指す科目設定
（直接関係すると思われる科目を抜粋）
l年次開講課目 2年次開講課目 3年次開講課目 4年次開講課目
基礎科目 栄養科学 生活福祉特別講義
社会福祉概論
人間福祉特別講義
共通専門科目 臨床医学概論 社会保障論I 公的扶助論
解剖生理学 社会保障論H 生涯発達心理学
老人福祉論I 地域福祉論H
老人福祉論E 公衆衛生学
児童福祉論I 児童心理学
児童福祉論E
地域福祉論
障害者福祉論I
障害者福祉論H
食品科学
共通福祉心理専門 学習心理学 健康d心理学 カウンセリング日命 専門演習E
科目 養護学総論 心理学 心身医学 卒業論文
看護学概論 障害者，心理学 精神保健
養護学各論 学校保健 小児精神保健
健康福祉科学 専門演習 I
母性保健
保健福祉コース専 健康相談の理論と活用 看護学各論E 衛生学実験 地域看護論
門科目 微生物学 健康相談演習 養護学演習
免疫学 健康福祉科学 薬理学概論
看護学各論I 救急処置
小児保健 看護学臨床実習
看護技術演習
n 看護学に関する科目の関連
保健福祉コースにおける専門的知識や技術学習の面で、多くの時間を費やしているのが看護
学関係である。看護学関係科目の展開を効果的に行う事を目的として、 系統的に組み立てたの
が図lの関連図である。
＜第1段階（基礎知識技術を習得する段階） ＞
看護学の対象は、あらゆる健康レベルの人であり、健康について学ぶには最適の学問分野で
ある。まず最初に、「看護学概論jであらゆる年齢層の心身の特性を学んだり、他職種の中の看
護の機能と役割を学ぶ。 同時に 「看護学各論IJで健康障害を招く疾患と看護の基礎知識を学
び、「救急処置jや 「看護技術演習jで基礎的な援助技術を学ぶ。これらの学習を通じ、 今まで
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実感として湧かなかった健康に対する意識が形成され、その対処を身につけていく。
特に養護教諭を目指す学生は、子どもに関心を持つ必要性があ り、小児の健康問題を扱う
「小児保健」や 「小児看護学」、「小児精神保健jなどで、小児の特性や小児に関する疾患や看
護を学び、子どもの健康に関しての知識と援助の方法を理解することができる。
＜第2段階 （実体験をして、実践力を身につける段階）＞
基礎的学習を終了した後は、臨床の場で、患者や患児に直接接することで、知識は確かなも
のとなり、 具体的な援助の仕方を身につけることができる。
特に、健康を害した人と触れあうことから、健康の大切さや、健康の保ち方を改めて考える
こと となり、健康生活の実践者としての自覚を育てる機会となる。出産や死の場面と遭遇する
ことで、生命の神秘さや尊さを実感し、そこで得られた感動を児童・ 生徒に伝えることを可能
とするなど、実習で得られる学びは非常に大きなものがある。
＜第3段階 （応用発展する段階）＞
実習後は、生きた体験を効果的に生かすことが非常に大切になる。「看護学各論E」では、実
習中受け持ったケースを活用し、学校保健と地域保健の連携の仕方を事例検討で考察させる。
又、 4年次の「在宅看護論」では、保健所保健婦から地域保健の実際を事例を通して話をして
いただき、より現実性のある形で学習させることを予定している。
生涯健康学習に関しては、 一連の看護学の学びの中から実践力を身につけていくことを狙い
とするが、直接的には2年次後期の「健康福祉科学論」で既習の健康に対する考えを整理した
り、 生涯学習の中での位置づけや、学習の動機づけについて学ぶ。
「専門演習」 では学生の興味関心のあることを切り口に、それまでの学習を総合し、先にあげ
た3つの目的が達成できるよう演習活動を行う。専門演習においては、学生に主体性を重視
し、且つ学内学習のみにとらわれることなく、可能な限り、地域の社会活動に参加しながら学
ぶことを期待している。
以上が本コース立ち上げ時の看護学の展開に関する考え方であり、現在これに基づき行われ
ている所である。 既にl期生は、大学として初めての臨床実習を迎えようとしている。
m 生涯健康学習の視点から見た看護学の展開
そこで視点を変え、養護教諭を生涯健康学習の実践者であり、児童生徒に対しての動機づけ
の役割を担うという考えから再度看護学の組立てを検討してみると、図2のよう な関連図が考
えられる。
すなわち、今までの基礎的科目の後に展開していた 「健康福祉科学jを最初に履修し、健康
が生涯学習課題であることの意識づけを行うことから出発することが効果的であると考えた。
更に、それぞれの看護学関係科目の中に、健康学習に関する項目を一つの流れとして取り入れ
＜第 l段階＞
「看護概論」
看護の本質を学ぶ
＜第2段階＞
＜第3段階＞
看護の継続について
学ぶ
「看護技術演習」
「看護学臨床実習J
学びの統合と
実践
在宅看護の概念を
「専門演習 I・ I」
健康に関し興味関心事を
テーマにj采める
「看護学各論IJ 
疾患・看護を学ぶ
図1 保健福祉コースに於ける看護関係科目関連図
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＜第 1段階＞
「健康福祉科学」
生涯健康学習の概念
と課題を学ぶ
「救急処置及び
看護技術演習」
健康回復、保持、
増進技術を学ぶ
＜第2段階＞
＜第3段階＞
「看護学各論E」
生涯健康学習の
社会的資源と活用
について学ぶ
「看護学概論」
健康の意味と
健康を支える
看護の役割を学ぶ
「看護学臨床実習」
健康の実践方法と各年齢の
健康問題、健康回復過程
健康学習の動機づけの方法
を学ぶ
「専門演習 I・ I」
生涯健康学習の実践者として
自己を振り返る
児童 ・生徒への学習動機づけ
について考えられる
「小児保健」
健康な発達と
健康学習課題
「在宅看護論」
生活場面から
生涯健康学習
課題を考える
図2 生涯健康学習から見た、看護学関係関連図
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ていく考え方である。
第l段階として、「健康福祉科学」では生涯健康学習の意義や、それぞれの年代の学習課題を
学ぶ。「看護学概論」では健康を支える看護の役割を学ぶ。「救急処置」ゃ 「看護技術演習」で
は、健康の保持増進のための技術を学ぶなど、健康の必要性を理解し保持増進するための自ら
実践者としての技術を習得する。
第2段階目の看護学臨床実習では健康を害した人と接する中で、健康回復への手段と方法を
学ぶ。その中から、他の人への健康学習の動機づけの方法を見出していく。
第3段階としては、「看護学各論E」で他職種と共に、どの様に地域の人々にサポートしてい
くべきかなど、社会資源のーっと しての役割を理解したり、「在宅看護論Jでは生活を出発点と
する健康について理解を深め、よ り実践可能な学びとする。「専門演習」では、可能な限り実践
してみるというものである。
U 考 察
以上2つの関連図を基に、今後の養護教諭養成課程における、看護学関係科目のカリキュラ
ムの構築と内容について考察する。
養護教諭養成課程における看護学関係カリキュラムは、教員免許法第5条に規定され、看護
学臨床実習や救急処置を含み10単位の履修を必要としている。何故これだけの単位履修を必要
とするのかという疑問については、学校教育の中での養護教諭を必要とした歴史的背景から考
えてみる必要治fある。
資料に拠ると4）日本においての学校看護は1905年 （明治38年）に トラホームが蔓延した折
り、i先眼を主任務として、岐阜県の小学校に学校看護婦が置かれたのがその始まりと言われて
いる。その後身体検査や救急処置にも従事するようになり、1941年（昭和16年）国民学校令の
制定に当たり、養護訓導と して、法制化された。その時の職務として、救急看護に関する事項が
あげられて、学生の必修科目の中に看護学が入っている。 1947年 （昭和22年）に学校教育法制
定によ り、 養護教諭と改称され、その職務として、「児童 ・生徒の養護を掌る」とされている。
昭和47年12月に出された保健体育審議会答申の中では、その任務について 「専門的立場から、
すべての児童生徒の健康及び環境衛生の実態を的確に把握し、疾病や情緒障害、体力、栄養に
関する指導に当たるのみならず、一般教員の行う日常の教育活動にも積極的に協力する役割を
持つ者であるjと述べている。平成9年の答申では新たに、カウンセリ ング機能の充実や健康
に関する現代的課題の解決などがこれに加わっている。疾病に対処するためには救急処置を含
む、 養護診断、養護処置、養護指導などが含まれている。養護診断や養護処置は、看護の技術
を持ってするものであり、医学看護に関する知識技術の修得は、養護教諭養成課程において必
修科目となっているのである。
本校においても、学生養成の目標にこれらの任務を全うできる人材の育成をあげ、図lのよ
うに各看護学科目に系統性や関連性を持たせ展開することで、より効果的な教育が可能である
182 中出 ：生涯健康学習を目指す看護学カリキュラム展開
ことを確信している。
しかし、 筆者は更に、 養護教諭の学生を「健康に関する健康学習実践者」 であり、児童生徒
に対しての 「健康学習の動機づけ者」として育てたいと考えている。なぜなら、健康は最終的
に知識レベルで終わるものではなく、日々 自分で自覚し実践していくことが大切であり、しか
も子どもの頃からそれは実践していかなければならないからである。
この点に関して、同様のことが日本学校保健学会 『養護教諭養成教育のあり方』共同研究
班5）では、望ましい養護教諭像として 「養護教諭は、健康の概念を多方面に捉え、自らの健康
観を確立しており、 望ましい姿に向けて一努力しようとする信念を持っている。又、健康に生き
ていく力を児童生徒に培っている。」 と明示している。
このような力を養うためには、関連図lにプラス して、関連図2の様なカリキュラムの構築と
内容を意図的に展開することが必要であると考える。勿論、 看護学科目だけで、目的を達する
ことは出来ない。4年間色々な科目を学び、 学生の中で学びが統合された結果それは可能とな
るものである。 しかしながら、看護学関連科目10単位という多くの時間を有しているだけに、
相当の効果が期待されるものと考えている。
島内引は、既に各年代における健康学習課題の試みを提示している。今後は、各年代におい
て、何を学習課題としていくことが最適なのかについて検討し具体化していきたい。
ヨk士 号4
Fロ E岡
看護学関連科目は、養護教諭養成課程において必修科目であり、単位数が多いだけに、意図
的系統的に組み立てていくことが特に大切である。
養成したい学生像を明確にして、それが達成できるよう に科目の設定や、展開時期、展開方
法を検討していくことが必要である。特に養護教諭の関わる中心的問題が 「健康」ということ
から考えると、生涯学習テーマとして捉える必要がある。
そこで、健康に関する専門的知識や技術を身につけることは勿論のこと、生涯学習の側面か
ら健康を考え、自ら実践でき且つ、児童生徒へ動機づけのできる人材育成に着目したカリキュ
ラムの組立と内容の検討が重要で、ある。
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